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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名(略号) 所在地 市町村 遺跡番号 （世界測地系） (㎡)

細谷地(OHY) 岩手県盛岡市 03201 LE26-0214 39°40′42″ 141°8′19″ 29次:2011.7.19-11.18 2,104 土地区画整理事業

向中野5・7丁目, 30次:2011.7.26, 747

向中野字細谷地       2011.11.7-11.9

32次:2012.5.1-9.18 5,721

33次:2013.5.14-12.28 6,407

34次:2014.5.7-12.25 8,094

夕覚(IYK) 岩手県盛岡市 03201 LE16-2169 39°40′8″ 141°8′12″ 3次:2008.10.23 181

北飯岡3・4丁目, 5次:2009.7.29 481

飯岡新田5地割 8次:2010.10.6-10.15 481

9次:2011.7.4 418

11次:2012.10.15 376

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

細谷地29次 集落 古代 堅穴建物1・大溝1 土師器・須恵器・あかやき土器

古代以降 土坑3・溝2，ピット

近世 肥前・唐津ほか近世陶磁器

細谷地30次 集落 － なし なし トレンチ

細谷地32次 集落 縄文時代 土坑1 縄文晩期後葉深鉢

古代 堅穴建物10・土坑1・大溝1 土師器・須恵器・あかやき土器 墨書・刻書・線刻土器

溝跡1，沢状地形

近世 国産灰釉ほか近世陶器，朝鮮古銭 常平通宝

（試掘確認） 古代 堅穴建物・大溝・土坑・ 土師器ほか トレンチ

ピット等多数（検出のみ）

細谷地33次 集落 縄文時代 陥し穴2 縄文石器

弥生時代 弥生後期赤穴式土器

古代 堅穴建物7・溝1 土師器・須恵器・あかやき土器 墨書・刻書土器

多嘴瓶,有孔小型坏 砂底土器

古代以降 堅穴状遺構6・土坑8・溝1

ピット

近世 唐津ほか近世陶器

細谷地34次 集落 縄文時代 陥し穴8 縄文石器

弥生時代 弥生後期赤穴式土器

古代 堅穴建物10・大溝1 土師器・須恵器・あかやき土器 墨書土器「別」

砂底土器，炭化材 刻書土器

古代以降 堅穴状遺構1・土坑6・溝3

ピット

近世 肥前・大堀相馬・備前ほか近世陶磁器

夕覚3次 集落 － なし なし トレンチ

夕覚5次 集落 － なし なし トレンチ

夕覚8次 集落 － なし なし

夕覚9次 集落 － なし なし トレンチ

夕覚11次 集落 － なし なし トレンチ

要約

　盛南地区遺跡群は，平安時代初頭の延暦22年(803)に朝廷が造営した古代城柵「志波城」の南東方に位置し，7世紀より続く一大勢力「志波エ
ミシ」が10世紀まで拠点とした古代集落群が主に確認されている。
　本書掲載のうち，盛南地区遺跡群内で第二の規模の古代集落である細谷地遺跡では，計28棟の竪穴建物跡（住居）や大溝跡を精査し，多く
の遺物が出土。遺跡南東部の集落の様相を明らかにすることができた。


